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研究論文

情報化 が及ぼ す経済 ・社会 の 変動

Social　and 　Economlc 　Changes 　Resulting　frorn　the　Informatiollalization　of　Society

桜美林大学国際学部 成沢　広行

梗 　概

　 日本経済の 高度情報化社会 へ の 移行 は 、 さ ま

ざ まな分野の 構造変革をひ ぎお こ し て い る 。 M

E 技術内包型 の 生産 体系が、 ソ フ ト ウ ェ ア 比率

の 高い 商品
・
市場を 生 み だ す と共 に 、経済 （産

業 ・経営）・社 会 （教育 ・政治 ・宗教 ・文化 な

ど）各分野で の 相互連鎖的な変革 とな っ て 現れ

て い る 。

　技術革新 に よ る ハ ー ド ウ ェ ア 対 ソ フ ト ウ ェ ア

の 価格比 の 逆転が 、情報の 産業化 ・産業 の 情報

化 と い う産業構造 の 変動を もた ら し た 。 そ し て 、

第一次産業 よ りも第三 次産業 に 、血縁 ・地縁関

係性 の 強 い 地域共同体型生活 よ りも職業選択 ・

自己実現 の 機会 の 豊富な都市型生活に 向け、産

業 と人 囗 の シ フ トが つ づ い て い る。そ の シ フ ト

Abstract

　The　 purpose　 of 　this　paper　 is　to　 provide　 an

evaluation 　of　the　informationalization　of　socie −

ty　and 　 its　 impact　upon 　 social　and 　 economic

changes ．

　The　incorporation　of　higher　levels　of　informa−

tional　technologies 　in　Japan　today　is　making 　its

infiuence　felt　in　various 　aspects 　of　society
’

s

に よ っ て 既成権威 の 弱体化 と、 それ に伴 う新組

織の 生 成 と い う現 象が 生 じ て きて い る の で あ

る 。

　社会構造を規定す る基本的な推進 力が 、産業

構造 に あ る と仮定 して み る 。 首都 圏
一

極集中、

高学歴 化、核家族化な どを、産業構造変動 の 随

伴現象 として み なすな らば、政治 ・宗教 ・教育

・
文化な ど社会を 構成す る 各サ ブ シ ス テ ム は 、

産業構造 が もつ 誘因 に よ っ て 規定 され る と い う

誘因 関係性 に 着目す る こ とが で きる 。 相 互連鎖

的変革は 、経済 ・社会を シ ス テ ム とし て み な し、

サ ブ シ ス テ ム を階層構造 で とら え る こ とに よ っ

て 、 よ り明確に 把握す る こ とがで きる の で ある 。

structure ．Its　 impact　 can 　 be　 seen 　 in　 diverse

fields　 in　 the　way 　information　is　 gathered　and

disseminated．

　 Renovations　 in　hardware　and 　software

technologies 　are 　affecting 　industry　and 　manage −

ment 　practices，　 and 　is　bringing　about 　a　shift

from　primary　to　tertlary　economic 　activities ．

There　is　also 　a 　change 　in　employment 　patterns
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form the  which  are  centered  on  blood-ties and

local regional  cooperatives  te vocations  that

which  are  mainly  individual-centered and  ur-

banized,

  This paper tests the  proposition that the im-

pelling force behind societal  changes  lie in the

shifting  industrial activities.  Not only  are

novel  organizational  patterns being created,

but also  new  social  values,  which  are  grounded

in these  latest technologies,can  be seen  to

emerge.
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1． 問題 意識

　情報産業 の 発展経緯は 、ME 技術 の 革新プ ロ セ

ス と重な る と共 に 、産業構造、社会構造 の 変動 と

も相関関係を も っ て い る 。 物質 と エ ネ ル ギ
ー

が 結

合 し て 機械 が生産 され、 こ の 機械 と情報 が結合す

る こ とに よ っ て コ ソ ピ ュ
ータ が誕生 し た 。 そ して 、

現在 で は コ ン ピュー
タ と通信 の 結 含に よ っ て 、経

済 ・社会 は 、情報 ネ ッ ト ワ
ー

ク に よ る 高度清報化

の 潮流に 向け て推移 しつ つ ある。

　情報化 の 進展は 、生産水準 ・消費水準を高め 、

高度産 業社 会 と よばれ る社会発展 を もた ら し 、

人 々 の 消費生活は 、 よ り豊か な もの に 変わ っ た 。

し か し、そ の
一方 で 、産業構造 の 変動 に よ る第三

次産 業 へ の 就業者数増大、それ に 伴 う首都圏一極

集中な ど の 社会構造 の 変動が生 じ、そ の 過程に お

い て 、経 済先導 ・社会追従型 の 価値観 に よる シ ス

テ ム の 変容 と い う新 た な現象を生 起さ せ て きて い

る 。

　情報産業の 台頭に よ る 日本経済 の 産業構造 の 変

動 は 、 そ の 成 立基盤 で ある 社会の 変動を もた ら し

て きた とみ な せ る 。

　 オ イ ル シ ョ ッ ク後の 1970年代 に 、首都圏
一

極集

中が進み 、 首都東京を は じめ とす る 巨大都市 へ の

人 口 お よび産業の 過集積 、 核家族世帯 の 増加 、女

性 の 有業率 の 増大 、 都市所在の 高等教育機関 へ の

進学者数増大が あ り、 都市化 の 帰結 と し て の 文化

多元化、社会的緊張 の 増 大に よ る 都市型 の 病理現

象が み られ る よ う｝こ な っ た 。

　 すなわ ち、第三次産業 の 増大 と高度に 機能分化

した 産業社会 の進 展は、人 々 の 就業形態 を変え る

と共に 、居住地域を も変 え、人 々 は 土地生 産性 に

依存す る こ とな く都市 に 移動 し て 就業 し うる よ う

に な り、 大都市の 過密、東京雇 用圏 の ス プ ロ ール

型 の 拡大現象 が お こ り、限定 された 生活空 間へ の

人 口集中に よ っ て 物質的 に は 豊か だが 、精 神的 に

は 貧困な 二 律背反 的繁栄 （side 　 effect ）が もた ら

され て きた 。
二 律背反 とい うト レ ー ドオ フ 現象は 、
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情報化 とそれ を取 り巻 く環境 と の 相互 作用の 結果

と し て とらえ る こ とが で きる。

　情報化を 「収集 ・加工 ・伝達 ・蓄積 ・利用の 総

体と して の 、資源で あ る情報 の 質 と量が 、他の 資

源に 対 し相対的に 増大 し て い くこ とに よ っ て 、経

済生 活の 形態変化 と構造変動 とが フ ィ
ー ドパ

ッ ク

ル
ープ とな っ て 表出す る こ と」 と定義 し、また 高

度情報化を 「情報化が よ り高度で 多様 な進展 を示

す こ と」 と定義する と、 こ う した社会現象は 「情

報産業の 台頭に よる高度情報化 と い う産業構造 の

変動が もた ら した もの で あ る」 とい え る の で は な

い か 。情報化 と い う情報 の 数量 化
・
統合化

・
組織

化 が、経 済 ・社会を 相互 連関 の 連鎖 の メ カ ニ ズ ム

で シ ス テ ム 化 し、高度情報化 と よび うる変革を ひ

きお こ し て い る の で は な い か 。

　 ドイ ツ の 哲学者、経済学者 に し て 革命家 で もあ

っ た マ ル ク ス （1859）は 「下部構造 （経済）は 、

上部構造 （社会）を規定す る 」 と唱 え、また 同 じ

く ドイ ツ の 経済学者 で あ る ゾ ン バ ル ト （1897）は 、

「資本主義 の 発展は 、それに 先 行 し た複式簿記 の

開発に よ る 」 と唱え た。

　 そ の ひ そ み に な ら うと、現代 の 社 会構造を変動

させ て い る 見え ざる手は 、産業構造 に ある の で は

な い か 、とい う因果 関係性に 着 目す る こ とが で き、

こ う し た 因果関係を 解明 する に は 、自科科学 と社

会科学を融合 させ た 問題 解決型 の ア プ ロ ーチ が求

め られ て い る と考 え ら れ る の で あ る 。

2．　 本研究の 研究方法

　科学 とは、普遍性 ・客観性、実証性を もつ とと

もに 、 因果関係に よ っ て 組織された 知識の 体系で

あ る と定義 し うる 。

　また 、 社会科学 の 課題 は 、社会現 象 の 中に ひ そ

む 客観 的な基本構造を理 論 的 ・実証的 に 解 明す る

こ とに よ っ て 、現実社会 の 変革の 方 向を指 し示す

こ とに ある とい え よ う。

　本研究は 、 こ の よ うな 社会科学 の 課題を 目標 と

し て 、情報技術が もた ら した経済
・社会の 現状 を
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構造的に 解明 し よ うとす る もの で あ る 。 す なわ ち、

社会学、経済学 な どの 社会科学的方法論を縦糸に 、

社会現象 の モ デル を構築する こ と に よ っ て 因果関

係
・
相互関連を解明す る ソ フ トシ ス テ ム ア プ ロ ー

チ を 横糸に して分析し よ うと試み た もの で ある。

　 こ れ は 、社会科学 の 伝統的な方法論が 、複雑 な

現象を単純化す る こ とに よ っ て仮説検証 して きた

の に 対し、 ソ フ ト シ ス テ ム ア プ ロ ーチ が 、現象 を

サ ブ シ ス テ ム に 分解 した上 で 、サ ブ シ ス テ ム の 統

合を モ デ ル と して構築 し、仮説 検証を行 うとい う

方法論 を と りうる こ とか ら、こ の 両方法論 の 融合

を 図 る こ とに よ っ て 経済 ・社会 の 相互作用 を明 ら

か に し うる と考えた か らで ある。

　 本研究 で 行 っ た シ ス テ ム ア プ ロ
ー

チ は 、次 の 4

つ の モ デ ル に よ っ て 示 した。

　（1） 経済 ・社会 の 変動 を タ イ ム ラ グ相関 に よ る

　　 構造変動連鎖 とし て 考察 した雁行 モ デ ル に よ

　　 る ア ブ P 一チ 。

　（2） 情報化 の 波及効果 を段階的 ・重層的 な波及

　　 構造 と し て 考察 した 写像 モ デ ル に よ る ア ブ

　 　 P 一
チ 。

　（3） 構造変動 の 基本的な推進力を誘因関係性 に

　　求め 、情報化を指揮者、産業構造を楽譜、社

　　会構造 を演奏結果 と し て 、そ の 誘因関係性 を

　　考察 した 誘因 モ デ ル に よ る ア プ ロ ーチ
。

　（4） 経 済を 下 部構造、社会を 上部構造 と し、経

　　済 ・社会 各分野 間で の 相互 連鎖的 な 変革を考

　　察 し た 階層モ デ ル に よ る ア プ ロ ーチ
。

以上 の 4 つ で ある 。

　社 会の 変動を 構造的 に 解明 し、社会構造 を建築

物に た とえ た の は 、カ ール ・マ ル ク ス で あ っ た 。

マ ル ク ス （1859）は 「経済的基礎 の 変化と ともに 、

巨大 な上 部構造 全体が 、ある い は 徐 々 に
、 ある い

は 急激 に くつ が え る 」 「こ の よ うな諸変革 の 考察

に あた っ て は 、自然科学的 に 正 確 に 確認で ぎる変

革と、……法律的 ・政治的 ・宗教的 ・芸術的 ・
哲

学的 な諸形態、簡単 に い えぽ イ デ オ ロ ギ ー
諸形態

とを つ ね に 区別 し なければ な らな い 」 と述 べ て い

る 。

　 マ ル ク ス が 指摘 し て い る下 部構造 とは 、経済的

諸関係 の 総体、す なわ ち牛産 ・流通 ・消費か らな

る 経済 シ ス テ ム をさ し、上部 構造 とは 、社会的諸

関係 の 総体、すなわち イ デ オ 卩 ギ ー ・政治 ・道徳

・宗教 ・文化 ・芸術 ・学問 ・精神世界か らな る 社

会 シ ス テ ム を示 して い る と と らえ る こ とが で ぎる

だ ろ う。

　 こ の マ ル ク ス の 仮説を 援用 す る な らば 、情報化

の 進展は 、下部構造で ある産業構造を変革し、そ

の 変革に よ っ て 上 部構造で あ る政治 ・宗教 ・文化

・道徳 とい っ た社会 シ ス テ ム を も変革 し て ぎて い

る とみ なす こ とが で きる 。

　情報化 が もた ら し て い る経済 ・社会 の 変動 と い

う現 象とそ の 構造の 解明を 行 うた め に は 、情報化

と経済 ・社会とが 相互 作用を もつ とい う、 シ ス テ

ム 的考察が必 要 とされ る 。 す な わ ち、経 済 ・社会

は 互 い に 原因 とな り結果 とな り、互 い に 影響を与

え合 うとい う因果関係に よ っ て 成立 し て い る と考

え られ る の で ある 。

　経済 ・社会 は重層的構造 を もち 、 そ の 中 に 連鎖

の メ カ ニ ズ ム を有 し て お り、現象を 要素に 分解し

て 全体を知 る と い う要素還元 主 義に よる個別分析

で は 、そ の 全体像や 本質を見通す こ とは で ぎな い
。

　 こ れ ま で の 情報化が社会組織に ど の よ うなイ ン

パ ク トを 及ぼ して い る か は 、
フ ィ

ー ドバ
ッ

ク 機構

を もつ サ イ ク ル メ カ ニ ズ ム と して 把握す る必要が

あ る 。 個を分析す る に は 、 個 の 領域 を越 え、全領

域 を俯瞰 しつ つ 、構造連関、相互比較 に よ り差異

と類似性 とを 考察す る 必 要が ある と考 え る 。

　 シ ス テ ム 思考に よ っ て 分析対象に ア ブ P 一チ す

る 、 そ の 方法論は 、ベ ル タ ラ ソ フ ィ （1968）に よ

っ て そ の 基礎が築か れた 。
ベ ル タ ラ ン フ a は 、現

代科学が専門化 され 、無数に 分化 された 結果、学

際的か つ 複雑な問題に 対応で きな くな っ て ぎて い

る と して
、 相互作用 しあ う要素の 集 合を シ ス テ ム

と定義 し、
サ イバ ネ テ ィ ク ス 、 フ ィ

ー ドバ
ッ

ク、

ホ メ オ ス タ シ ス ・モ デ ル を提唱す る と共 に 、デ カ
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ル トが示 した要素還元 論 とは対照的 な統
一

原理 と

し て 全体論、組織構造 論を提唱す る。

　こ の ベ ル タ ラ ン フ ィ の 理論を よ り発展させ 、 シ

ス テ ム 思考 と分析的思考が、科学的 思考 の 両輪 で

ある と し、所与の 目的を もつ 工 学的な ハ ー ド方法

論 に 対す る 、社会科学的な ソ フ ト方法論 を提唱 し

た の が チ ェ ッ
ク ラ ン ドで ある 。

チ ェ ッ
ク ラ ソ ド

（198D は 、 シ ス テ ム 理論 とは シ ス テ ム 実践に 結

び つ け る方 法で あ り、規則性 と連続性を もつ 現実

の 社会シ ス テ ム を分析す る に は 、視野 を広 くと り、

部 分間 の 相互作用 に 焦点を合わ せ 、各要素が互 い

に 連結 し 1 つ の 全体を形成 して い る とい う視 点で

の シ ス テ ム ア プ ロ
ーチ が必要で あ る、 と述べ て い

る 。 そ して
、 思考 の 枠組み ・理論体 系を も とに 、

現実 社会 の モ デ ル を構築す る と い う ソ フ ト ア プ

ロ
ー

チ の 重要性 を指摘 して い る 。
こ うした シ ス テ

ム 思考が 、
こ れ ま で の 分析手法 と異な る の は 、複

雑に 組織化 された シ ス テ ム 構造を 、
い くつ か の サ

ブ シ ス テ ム に 分解 した うえ で
、 もう

一
度全体 に 回

帰す るた め に 、サ ブ シ ス テ ム を結合す る とい う解

析 と統合、分析 と融合を 図る点に あ る 。

　本研究は 、こ の よ うな シ ス テ ム ア プ ロ
ー

チ を基

礎 に し、シ ス テ ム 理論が もつ 相互連関、階層構造、

フ ィ
ー ドバ

ッ
ク フ ロ ーを現実 の 経済 ・社会に 適用

し、その 構造を解明 し、検証 しよ うとす る もの で

あ る 。

3． 情報化が及ぼ す産業構造の 変動

　1958年、米 国 に お い て 集積回路 が開発 され て か

ら 、 半導体は 「産業 の コ メ 」 と して の 役割を果た

す よ うに な っ た 。 半導体を 製品に 組み 込む こ とに

よ っ て 、 製品 の 小型化 ・
軽量化 ・高性能化 ・低廉

化 ・自動 化 が は か ら れ る よ う に な り 、 ME

（Micro　 Electronics：微 ・1・電子 回路技術）革命 と

も称 され る よ うに な っ た。

　 日本 に おけ る情報化 の 進展は、ME 技術 内包型

製品を 次 々 に 市 場 へ 送 りだす と共に 、労働 の 省力

化 と労働 の ソ フ ト化 を もた ら して ぎた 。ME 技術

研究論文　　情報化 が 及 ぼす 経済 ・社会の 変動

は 、他の 技術 と の 融合性 が極 め て 高い
。 機械 制御

に 応用 され 、NC 工作機械、産業用 卩 ポ ッ トを生

み だ し、工 程管理 用 の コ ン ピ ュ

ー
タ と通信技術の

融合 は 、 FA （Factory　Automation）とな っ て生

産工 場 の 自動化を達成 し た。本社 ・管理 部門に お

け る定型 的 な事務 処理 の 自動 化 が OA （Office

Automation ）とな り、流 通業 に お け る POS （販

売 時 点 情 報 管 理 シ ス テ ム ） は SA （Store

Automation ）とな っ て 、生産技術を変革 し て ぎて

い る の で ある 。 また ME 技術内包 型製品で ある家

庭電 化製 品は 、家事労 働 の 省力化 を達成 し HA

（Home 　 Automation ）とな っ て きて い る。 こ うし

た 労 働の 省力化 と ソ フ ト化が、市場経 済の 生産性

と効率性 の 向上 に つ なが り、経済成長 を加速 して

きた の で ある 。 ME 技術 は 、生産現場 で の 多品種

少 量生 産 や 業務革新（BPR ：Business 　Process

Reengineering）を 可能に し た 。
こ の 業務革新 と

は 、情報処理 の 集中型か ら分散型 へ の 転換で あ る 。

ワ ーク ス テ ーシ
ョ

ン を 分散 配置し て 、経営組織を

分害1」統治する マ ル チ ・プ ラ ッ ト フ ォ
ーム 型 の ネ ッ

ト ワ
ーク シ ス テ ム が 、 OA ．→ FA → SA 相互 間の

密接 な リ ン ケ
ージ を形成 し、こ れ ま で の 業務処理

形態を変革 し て きて い る の で あ る。

　すなわ ち、ME 技術が もつ 普遍的 ・汎用的な応

用可能性は 、そ の 活用 を 全産業 に 及ぼす こ と とな

り、 生産 コ ス トの 低減 と製品機能の 向上 を達成 し

た 。 そ し て 日本 の 経 済は
、 製品 機能 と情報機能 と

の 融合 （製品 の 情報化）に よる相 補的な生産が行

わ れ 、サ プ ラ イ プ
ッ

シ ュ 現 象を もた ら し 、
こ れ に

デ ィ
マ ン ド プ ル 現象が加わ っ て 相乗効果を生みだ

し、生産水準 と消費水準 を 高め
、 高度産業社会と

よ ばれ る社会発展を もた らす と共 に
、 人 々 の 消費

生 活を よ り豊か な もの に 変 え て ぎた の で ある 。

　 ME 技 術が製 品 と号 一ビ ス と に 組 み込 まれ る こ

と に よ っ て 産業 の 情報化 ・情報 の 産業化 と い う産

業構造 の 変動が生 じ、 第三 次産業へ の 就業者数増

大、それに 伴 う首都圏
一

極集中な ど の 社会構造の

変動が ひ ぎお こ され て きた 。 そ れ は 、 経済先導 ・

137

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　for 　Soolal 　工nformatlos

社 会追従型 の 価値観に よ る経営組織 と産業組織 の

変動 とい うダイ ナ ミ ッ ク な変革 とな っ て生起 して

ぎて い る 。

3．1　 経営組織の 変革

　 ME 技術 を用 い た生産方法は 、人 ・物 ・金 ・情

報 と い う資源 の 活用 を シ ス テ ム 化 し、よ り付加価

値 の 高い 製品
・
サ

ービ ス を 低 コ ス トで 顧客に 提 供

す る こ とを可能に した 。

　 オイ ル シ
ョ ッ

ク 以降の 日本企 業の 行動を概観 す

る と、市場機構か ら与えられた 資源 を、 よ り付加

価値の 高 い 製品 と して加工す るた め の 生産体系 ・

生産組織をつ く りだ し て ぎて い る とみ なせ る。市

場 か ら与え られた情報 を もとに 、新 た な知識 、技

術 な ど ノ ウ ハ ウを商 品化 し て きて い る の で あ る。

それ は 、ME 市場経 済 とも例 え られ る もの で あ っ

た。

　 情報化 に よ っ て 、資源 の シ ス テ ム 化 ・数量化 ・

統合化 ・組織化が よ り高度に な り、そ の こ とに よ

っ て 経営組織が変革 されて ぎて い る の で あ る 。 情

報 に は、 シ ャ ノ ン （1967） の 定義 「情報は 不確実

性 の 量を 減らす働 きがあ る （情報の 数量 的測定）」

と、ポ ラ ト （1977）の 定義 「情報は 組織化され 伝

達 され る デー タ で ある 」 がある が、情報は 数量 化

す る こ とに よ り、統合化 ・組織化 し うる 特性 を も

つ
。 POS デ ータ と し て の バ ー コ ー ドの 普及、　 I

C カ ー ドと現 金 自動預金支払機を用 い た エ レ ク ト

ロ ニ

ッ ク パ ン キ ソ グ、付加価値通信網
・
総合デ ジ

タ ル 通信網 ・戦略情報 シ ス テ ム の 導入 と展開 、 偏

差値に よ る教育機関 と学生 の 階層化 ・序列化な ど

は 、 情報 の 数量化 、 統合化 、 組織化 と して と らえ

る こ とが で きる 。

　情報ネ ッ
ト ワ

ーク化は 、
チ ェ

ーン 店 ・系列店な

ど情報流通 ネ ッ
ト ワ

ー
ク の 構築 を加速 さ せ

、 単純

労働だ け で な く熟練労働を もマ ニ
ュ ア ル 化 し、 標

準化 し 、 雇用 労働の 普遍化を生 み だ す と共 に 、垂

直的統合か ら異業種間 ク ロ ス オ ーバ ーネ ッ ト ワ ー

ク の よ うな水平的統合 へ とネ ッ ト ワ ー ク 規模 を拡

張 させ て きて い る の で ある 。

　近年 の 企 業経営の 動態を時系列 に た ど る と、情

報化の 進展 に 歩を 合わ せ た 変化 が 現 れ て きて い

る 。 それ は 大量生産 ・大量消費の ル ーチ ン ワ
ーク

処理 に 適合 して ぎた ピ ラ ミ
ッ ド型 の 管理組織が、

多品種 少量生産 を実現 す るた め の 職 能横 断的組

織、す なわ ち情報管理 の 自由度を組織化 した マ ト

リ ッ ク ス 型の 組織 に 変革 され て きて い る こ とに 現

れて い る。

　 こ れ まで 、財務 ・人事 ・販売 ・生産な ど各部門

に よ っ て 管理 されて きた デ ー
タ が 、共通デ ータ

ベ ース 利用 とい う情報 の 共有化 に よ っ て 、 ピ ラ ミ

ッ ド型組織が もつ 縦割部門の 壁 を と りは ら う よ う

に な っ て きた 。

　す なわ ち 、ピ ラ ミ
ッ

ド型 の 組織 の コ ミ ュ
ニ ケ ー

シ ョ ソ が、 ト ッ プ ダ ウ ン に しろ ボ トム ア
ッ

プ に し

ろ単一
方向性 の 1対多で ある の に 対 し、 マ ト リ ッ

ク ス 型 の 組織で は 双 方向性の 多対多の コ ミ ュ
ニ

ケ ーシ
ョ

ン が成立 す る か ら で ある 。

　異業種間 ク ロ ス オ ーバ ーネ ッ ト ワ ー ク 、産業間

リ ン ケ ージ、イ ン タ ーネ ッ ト ワ ー ク 、 メ タ ネ ッ ト

ワ ー ク な ど経営組織相互 間の 情報 ネ ッ ト ワ
ーク の

拡充は 、多元的な組織構造 ・文化 ・風土を もっ た

マ ト リ ッ ク ス 型 の 組織を 形成す る必 要性を 高め て

い る の で ある 。 すなわ ち 、 経営組織は 、 情報化 と

い う新 しい 潮流に 向け 、 業務変革 とい う自己組織

化を図 っ て い る とみ なせ る 。

　経験 ・腕 ・勘 ・コ ツ が重視 され る年功 序列的な

経営組織は 、
ル ーチ ン ワ ーク 業務が 主流 で 、商品

の ラ イ フ サ イ ク ル が長 い 時に 効果的で あ る。 しか

し、情報化 は ル ーチ ン ワ ーク 労働を 自動 化 し、M

E 技術は 商品の ラ イ フ サ イ ク ル を短縮 して ぎて い

る 。
こ の た め 、経営組織で は 、年功 よ りも能力や

業績が評価 され る こ とに なる 。

　第三 次産業 の増大、雇 用労働 の 普遍化 、労働の

知 識集約化 、専門職制
・選択定年制の 導入、年功

序列 ・年功賃金 ・終身雇 用の 変容、管理職 の 年俸

制、人事異動 の 公募制、基幹労働 とパ ー
ト労働の

二 重構造 、 労働意識 の 多様化 、
サ ービ ス の 外注化 、
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人 材派遺業 の 拡張、出向 ・派遣 ・
契約社員の 増 大、

女性 の 職場進 出、労働市場の 流動化 、 職務の 統廃

含に よる中間管理 職数 ・
管理階層数 の 減少 とい っ

た 経営組織 に 表出し て い る現象は 、 産業 の 情報化、

情報の 産業化 とい う産業構造の 変革が 及ぼ し て い

る もの と して とらえる こ とが で きる 。

　 これ ま で 工 場の 技術労働老お よび靴店、時計店

な どの 自営業者ば 、製品や 製品 メ イ ン テ ナ ン ス に

関す る特殊技能を修得す る こ とに よ っ て 熟練労働

の 価値を保持 して きた
。 しか し、ME 技術を 中心

とす る情報化の 進展は 、 生産技術、製品構成 、
サ

ー

ビ ス 方法を変革 し
、 経験や勘 とい っ た 伝統的か つ

年功的 な熟練労働 とル ー
チ ン ワ ー ク の 市場価値を

低下 させ 、そ の 結果 、 年功序列や終身雇用 、 そ し

て 中間管理職 の 必 要性を減 じて きた の であ る 。

　1970年代か ら の 情報産業に よ る技術的キ ャ ッ チ

ア
ッ

プ は 、FA を達成 し、工場 に 無人化工 程 をつ

く りだ し た
。

FA は 、 こ れ まで の 機械化概念を自

動化概念 へ と転換 し、 FMS （多品種可変量生産

に よ る 弾力的製造 シ ス テ ム ）、CIM （コ ン ピ ュ
ー

タ統合製造 シ ス テ ム ）、 CAD （コ ン ピ ュ
ータ支

援に よ る設 計 ・製図）、 CAM （コ ン ピ ュ
ータ支

援に よ る製造 シ ス テ ム ）な どの 製造形態 を実現 し

て い る 。 また POS シ ス テ ム の ス ーパ ーの レ ジ業

務や オ フ ィ ス の 定型的事務処理業務に み られ る S

A お よび OA に よ っ て 、 熟練労働は 不要 なもの と

な っ て きた 。 欧米企業 がもつ 先進的 な技術を 吸収

す る に は 、OJT に よる熟練労働を必 要 と した が 、

ME 技術 に よ る標準化 に よ っ て 単純労働や熟練労

働 の 価値は 低下 し、 労働の 質は 非定型的な情報処

理 を担 う知識 労働者と、非熟練労働 で あ る パ ー ト

タ イ マ ー
や フ リー

ア ル バ イ タ ーの 二 極に 分化 して

きて い る 。

3．2　 情報化に よ る産業組織の 変革

　情報化 に よ っ て 、 産業の 情報化、情報 の 産業化

と い う 2 つ の 潮流が 生 じ、市場経 済の 生産 ・流通

・消費構 造が変革されて ぎて い る 。

　こ れ まで企業は 、国際的な企業間競争に 耐 え う

研 究 論文　　情報化 が 及 ぼ す経済
・
社会の 変動

る力を高め る た め 、ME 技術の ソ フ ト ・ハ ー ド両

面で の製品化に 莫大な資本投資を行 い 、その こ と

に よ っ て産業 の 情報化、情報の 産業化が達成 され

て ぎた の で ある 。

　 1970年代か らの 情報産業 の 躍進は 、製品の 多機

能化 ・知能化を生 みだ し、 日本企業 の 知 の 構築と

高付加価値化は、工 場製造現場 に お け る FA を達

成 し、工場の 無人化行程 を もつ くりだ した 。 工 場

現業部 門の 自動化、省力化が進 展 した こ とに よ り、

第二 次産業 の 労働力が減 少す る こ ととなる。 コ ン

ビ ＝
一タ 、NC 機械、 ロ ボ ッ ト

、 自動搬送機 に よ

る FMS は 、直接部門 の 人員を 113〜1！5に 滅少

させ る 。 自動車産業大手 5 社 の ケ
ー

ス で は 、1970

年 に 従業員15万人 で 生産 車数 422万 台で あ っ た も

の が、 1990年に は 21万 人で 1，056万台を生産 し う

る よ うに な っ て い る。 こ の 20年間の 労働生産性 の

向上 は、 1人当た り28台か ら50台 へ と、約80％生

産性 向上 が図 られ て い る の であ る。

　情報の 産業化に つ い て み る と、1992年度 の 日本

の ソ フ ト ウ ェ ア 産業は、会社数約 8千社、従業員

数約50万人、売上高 7兆 2千億円へ と成長 して き

て い る。 こ うした情報 の 産業化 は、サ
ービ ス 需要

を 高め 、第三 次産業の 雇用 を増大 させ る こ と に つ

なが っ て い る 。

　産業の 情報化 とい う潮流、情報 の 産業化と い う

潮流、こ の 2 つ の 潮流 が 、新製品に よる新た な消

費者需要 の 創出 と労働生 産性 の 飛躍的な 向上 を も

た ら し、肉体労働を主 と し工 場の 製造部門に 従事

す る技能労働者の 減少、頭脳労働を 主 と し本社 ・

管理部門等の 間接部門 に 従事す る 知識労働者 の 増

大を 見、本社 ・ 管理機能 を急激に 膨張 させ
、 第三

次産業を進展 させ る こ とに つ な が っ た と推定で き

る 。

　総務庁の 『労働力調査 』 で 報告 されて い る ホ ワ

イ トカ ラ
ー
比率は 、 1970年の 43．7％、1980年の 50

％ 、 そ して 1992年 に は 54．3％に ま で 増大 し て きて

い る 。 また、 日本 の 第三 次産業就業者数比率は 、

1974年で 50％を越え、1991年で は 60％ に 達 しつ つ
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あ る
。

こ れ は 、ダ ニ エ ル ・ベ ル （1980）の 産業社

会の 脱工 業化 社会 へ の 移行、 マ
ッ

ハ ル プ （1962）

の 定義で あ る 新聞 ・出版 ・郵便 ・電話 ・映画 ・放

送 ・広告 ・調 査 ・教育 ・情報提供サ ービ ス ・情報

処理 サ ービ ス ・ソ フ ト ウ ェ ア 等に わ た る産業分野

を知識産業 と し て と らえ る な らば、産業構造の 物

質生産中心 か ら知識生産中心 へ の 移行 とみ なす こ

と が で きる の で ある
。 そ し て 、情報化 の 進展は 労

働 の 二 極分化だ けで な く、ブ ル ーカ ラ ーの ホ ワ イ

ト カ ラ
ー
化 、 自営業 の 縮小、 小売業や農業 の 法人

化を もた ら し 、 勤 労者は 被雇用 者 と して 職業生活

に 従事する よ うに な っ て きた 。 全就業者に 占め る

勤 労者数は 、
1930年の 25％ 、

1960年 の 53．4％か ら 、

1988年に は 75．9％へ と増加 し 、 逆に 自営業主 数は

1973年 の オ イ ル シ
ョ ッ

ク 前に 約 1 千万人 を越え て

い た が 、199〔〕年に は 約 8百 万人 に 減少 して ぎて い

る。

　知識 労働者は 男性で ある必要は ない 。 か え っ て 、

OA ・FA ・SA に よる情報 の 産業化、産業 の 情

報化の 潮流は 、女性労働者の 必要性 を高め 、女性

が基幹的労働力に な り、女性 の 職場 進出を拡張 し

た 。 総務庁の 1992年度就業構造基本調査 に よ る と、

就業女性 の 割合を 示す有業率は、51％に 達 し て き

て い る 。 労働省の 『93年版働 く女性 の 実状』 に よ

る と 、 1992年の 雇用者総数に 占め る女性 の 割合は

38．6％ 、 女性雇用者総数に 占め る パ ー
トタイ ム 労

働者の 割合は 30．7％ 、 業種別で女性の 比率をみ る

と、金融 ・保険 ・不動産業で 50．4％ 、
サ ービ ス 業

で 50，2％と半数を越え 、 女性の 役割 の 多様化 と社

会参加、そ して 男女間の 役割意識の 変化が顕著に

表 出されて きて い る の で ある 。

　 また、ME 技術 を結集 した 高機能商品 （ハイ テ

ク ・ハ イ ソ フ ト ・ハ イ タ ッ チ 商品）、キ ャ ラ ク タ
ー

商品、情報誌 な どに み られ る よ うに 、商品価値は 、

商品が もつ 物的使用価値を越えて 、情報が もつ 質

的交換価値 へ と移行 して ぎて い る 。 物的使用価値

の み の 資源は 、消費すれば す る ほ ど商品価値を減

少 させ るが 、知識産業が つ く りだす放送、新聞、

出版、映像、ある い は コ ン ピ ュ
ータ ソ フ ト ウ ェ ア 、

ア プ リ ケ ー シ
ョ

ン ウ ェ ア な ど の よ うな情報資源

や 、物質に 情報が付加 され た 資源は 、そ の 流通ネ

ッ ト ワ ー ク が増大する と商品価値も増大す る側面

を もつ
。

　情報に は 、マ ク ドノ ー （1963）の 定義 「情報は 、

特定の 状況に お い て その 価値が評価 され た デ ータ

で あ り、知識 は 将来 の 一般的利用 に 関す る 評価

デ ータ で ある （デ ー タ ＝ 評 価 されて い な い メ
ヅ

セ ージ、情報 ＝ デ ータ ＋特定状況 の 評価、知識 ＝

デ ータ ＋ 将来の 一般的利用 に 関す る評価）」 に み

られ る よ うに
、 評価デ ータ と し て 活用 される側面

と
、

い くら使用 して もな くな らな い と い う非消耗

性 、 さら に
、 容 易か つ 瞬 時に 複製で き、オ リ ジ ナ

ル に 対 し追加
・
修正

・
削除が可能な側面 とが ある 。

　す なわ ち 、 情報資源と物質に 情報が 付加 され た

資源は 、 そ の 生産量 が増大す る と 、 個別消費 レ ベ

ル で み れば希少価値減少、早 期陳腐化 、 限界効用

逓減がみ られ るが、流通経済に お い て は 、 情報が

もつ 非 消耗性 （原形 の まま永 久 に 保存可能）・複

製可能性 （大量複写 が容 易に な し うる）・相互 関

連性 （原形 を分割 し他 の 情報 と併 合 し うる）・ネ

ッ ト ワ ーク性 （連結可 能性） の特 質に よ っ て 限界

効用逓増が生 じる の で ある 。

　企業の 年間広告費を とっ て み る と、 1970年 で は

7千億 円で あ っ た もの が、199．　0年で は 4兆 4 千億

円に も達 して い る 。
こ れ は 、物的資源 に 対する情

報資源 の 占有度増大 と して と らえ る こ とが で き

る 。 また 、 磁気テ ープ
、

ビ デオ テ ープ、CD 、フ

ロ
ッ

ピ ィ デ ィ
ス ク

、
レ
ーザ ーデ ィ

ス ク、光磁気デ

ィ
ス ク な どデ ジ タ ル 化 され た 情報媒体の 開発、ネ

ッ ト ワ
ー

ク 網の 進展、光海底 ケ
ーブ ル 網 ・

衛星通

信網の 拡張は 、
マ ル チ メ デ ィ ア として の 文字

・
音

声
・
映像を 融合 した対話型の 双 方向情報伝達方式

を生み だ して い る 。 その 結果 、 情報収集
・
蓄積 ・

検索 ・伝達機能を拡張 し、市場経済の 情報生産 ・

流通 ・消費構造を変革する と共 に 、情報の 限界効

用 を逓増 させ る こ とに つ なが っ て ぎて い る とみ
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なす こ とが で ぎる の で ある 。

4．　 産業構造の 変動 に よる上部構造の 変革

　現代 の 日本に お い て 、産業構造 の 変動が もた ら

し て い る 上 部構造の 変革を 列挙する な ら、政 党多

党化、宗教多様化、教育 の 情報化 、文化 の 多元化

の 4 点を 指摘す る こ とが で き、 こ れ ら の 点 に 共 通

す る こ と ば 、既成権威 の 弱体化で ある
。

　す な わ ち 、人々 に よ っ て 支持 さ れ 正 当化 さ れ て

きた 力を 権威 と し て 、 1960年代 ま で と、現代 とを

比較す る な ら、国家か ら家族に 至 る諸組織の 権威

の 相対的 な低下 を指摘す る こ とが で きる 。

4，1　 政党多党化の 潮流

　富永 （1988）は 、1955年以降の 政党支持の 動 向

が 、二 大政党制 と は 逆方向に 向き、 支持政 党 な し

層 の 急成長 （1965年16．7％ 、
1975年30．6％、

1985

年33．5％）、社会党支持率 の 長期減退 （1965年33

％、
1975年17．2％、1985年12，5％）が もた らされ

て きた こ とを指摘 し、その 理由と し て 、労働者階

級そ の もの の 構造的分解 と社会搆造 の 変動が あ っ

た と指摘 して い る 。

　 こ の 社会構造 の 変動 は 、1975年 以降 の ポ ス ト工

業化 の 中 で 、第三 次産業 の 進展 に 伴 う知識労働者

層の 増大、製造工 程 の 自動化に よる技能労働 者層

の 減少、ME 技術革新 に よるブ ル ーカ ラ ー職務 の

ホ ワ イ トカ ラ ー化な ど労働者 の 多様化、そ して 高

学歴化を指摘 しうる。支持政党な し層 の 中で 大学

卒の 占め る割合が、 1955年の 5．9％ か ら 1985年 に

は 24，1％ へ と増大 して い る の で ある 。

　多党等化あ る い は政党再編成は 、支配政党 が社

会構造 の 変動 に 対応で ぎな くな っ た場 合に 生 じ、

産業構造 の 変動 、 社会構造 の 変動が有権者の 政 治

意識や 政党支持態度に 大 きな影響を もた らす こ と

が推定 で きる 。

　 また 、有権者が 支持政党を も つ 要因 に は 、 両親

　地 域 ・
所 属組 織と い う政 治的環境 、 経済的 な生

活意識 、政党 の もつ 政 策 とイデ オ ロ ギ
ー

な どが あ

げ られ るが 、 政治的環境 の 変化が よ り大 き く作用

研究論文　　情報化 が 及ぼ す経済
・
社会の 変動

し て い る もの と考え られ る
。

　三 宅 （1985）は 、「1956年か ら 75年 ま で の 20年

間 の 日本 の 移動人 口 を 累計す る と 、
1億 4 千 万 を

越 え る民 族大移動で あ っ た 。 都市 へ の 移住 は 、 過

去 の 伝 統的政治 的基盤 か ら の 物理 的離脱を 意味

し
、 政治的浮動化を もた ら し 、 脱保守の 機会 を与

え る」 と言及 して い る 。

　政党多党化現象は 、 政 見や 政 策 の 差か ら生 じた

と い う よ りも 、 産業構造 の 変動 に よ る 大都市 へ の

人 口 お よ び産業 の 集中 と い う人 々 の 空間的 ・社会

組織的移 動の 増大 、 そ し て
、 地 域社会に お い て 共

通 の 帰属意識 と 目標 とを も っ て 営 まれ る共同生活

と して の コ ミ ュニ テ ィ の 解体に よ っ て 、既成政党

離れ 、 政 党支持 の 流動化 、 支持政党 な し の 政 治的

に 浮動す る 市民層が増大 した 結果 と し て と らえ る

こ とが で きる 。

　選挙集 団が結合 し民主 ・共和 とい う二 大選挙政

党 となる米国、政策集団が 結合 し保守 ・労働 の 二

大政策政党 となる英国、 こ の 特殊な 二 大政党制は

国 際政 治 の 潮流 か らみ る と普 遍的 な もの で は な

く、む しろ例外 とさえ い えるだ ろ う。 政党多党化

は 、世界的な潮流で あ り、保革対立構造を も つ 二

大政党制 とい う二 元的概念が 、多数政 党間 の 相互

依存に よる協調行動 と、そ の 中で の 主導権を争 う

競争行動に よ っ て 成立す る 多元 的概念に 移行 しつ

つ ある と共に 、政党内派閥の 分裂志向 、 ネ ッ ト ワ ー

ク型 の 多党間協力を生み だ して い る の で ある 。

　以 上、政党多党化 の 要 因 と産業構造 の 変動 と の

関連性 は 、次 の よ うに ま とめ られ る 。

　の　重化学工 業主導期 を工 業化 と し、ME 技術

　　を活用 した知識産業主 導期を ポ ス ト工業化 と

　　す る と 、 1975年以降の ポ ス ト工 業化の 中で 、

　　第三 次産業の 増大、知識労働者層 の 増加、製

　　 造工 程の 自動化に よ る技能労働者 層の 減少、

　　 ME 技術革新に よ る ブ ル ーカ ラ ー職務の ホ ワ

　　 イ ト カ ラ
ー

化な どに よ っ て 労働者 階級の 構造

　　 的分解が進展 し た こ と 。

　〔2） 伝統的 自営業 の 縮 小や大都市 へ の 人 口 と産
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　　 業 の 集中に よ り、 伝統的政治基盤か らの 離脱 、

　　 地 縁
・
血 縁関係性 の 相対 的希薄化に よ り伝統

　　 的価値規範が薄れ て ぎた こ と。

　 こ う した こ とに よ っ て、支持政党な し層の 増大、

既成政党離れ が進行して きて い る もの と考 え られ

る 。 そ して
、 情報化が及ぼ した産業構造 の 変動 と

政党多党化現象と に は 、因果関係を読み とる こ と

が で ぎる の で あ る 。

4．2　 宗教多様化の 潮流

　 現代は 「第二 の 神 々 の ラ ッ
シ ュ ア ワ ーの 時代」

だ とた とえ られ る 。 戦前の 日本に お ける公認の 包

括 宗教は、神道、仏教 キ リ ス ト教 の 三 教 の み で

あ っ たが、第二 次大戦後、宗教法人令 に よ り届出

制 に な る と、新宗 教教団が輩出 し、そ して 現在で

は新 ・新宗教教団が生 まれ て きて い る 。

　伝統社 会 （プ レ モ ダ ン ）、 近代社会 （モ ダ ン ）、

現代社会 （ポ ス ト モ ダ ソ ）の 3段階に 社会を 区分

し、宗教 の 変容を み る と、神道、仏教、キ リス ト

教 と い う既成宗教に 対 し 、 第二 次大戦後その オ ル

タ
ー

ナ テ ィ ブを モ ダ ン （近代）と して志向し、既

成宗教打破の た め登場 した新宗教教団が あ り、そ

して 1970年代後半 か らポ ス トモ ダ ン と し て 新 ・新

宗教教 団が 誕生 し て きて い る 。

　文化庁編 『宗教年鑑』 に よ る と、 どの 包括宗教

団体 の 傘下に も属 さない 単立宗教法人数は 、1960

年 に 3， 218で あ り、1970年に は 3，914、1980年に は

4， 835、そ して 1990年に は 5，800へ と増大 して い る 。

　 これは 、宗 教の 世俗化、大衆化、脱 宗教 化、非

宗教化 の 潮流 、あ るい は伝統的価値規範の 崩壊過

程 に 現代が お か れ て い る こ とを推測 させ る 。
こ う

した 宗教 多様 化 の 背景に 、都市化 、 核家族化が あ

り、そ こ に 社会的不 安とい う ア ノ ミ
ー
現象が生 じ

て い る と考え られ る 。

　大都市 へ の 人口 お よび産業の 集中 とい う人 々 の

空間的、社会組織的移動 の増大 に 伴 っ て、地域社

会 に お け る宗教慣習 と して 存続 し て い た 宗教行

事、宗教 習俗、檀家、氏子、講 とい っ た伝統的価

値規範、そ し て 地域閉鎖 社会 を横 断す る ネ ッ ト

ワ ー ク に 人 々 は 拘束されな くな り、伝統的な既成

宗教 の 社 会的 基盤 が 弱体化 し て きて い る の で あ

る 。 基礎集団の 解体 に よ っ て 、血縁 ・地縁関係性

の 相対的希薄化が生 じ、家族 と地域社 会の 絆が脆

弱な もの とな り、地域、親族 、家 な どに よ っ て拘

束 され た 宗教 で は な く、個 人 と して の 宗 教観 を

人 々 は 選択 し うる よ うに な っ て き
「
て い る の で あ

る 。

　宗教を 「合理的に は理 解しえ な い が絶対的な価

値 と神聖性 とを伴 う文化」 と し 、 信仰を 「ある存

在を信 じ崇め 自己を委ね る態度」 とす る と、こ う

した現代に おけ る宗教観の 特徴 と して 「宗教 の な

い 信仰」 と 「信仰 の な い 宗教」 をあげる こ とが で

ぎる 。 柳川 （1991）は 、 宗教の ない 信仰を決 ま っ

た教団 とか 、 教義 、 儀式に 縛 られ ない 信仰 とし、

信仰 の な い 宗教を 、 信仰は もた ない けれ ども初詣

に 行 っ た り、神式ある い は キ リ ス ト教式で 結婚 式

を 行 う こ と で あ る と指摘 し て い る 。 ま た 、芹川

（1984）は 、 コ ミ ュ
ニ テ ィ の 解体 に よ っ て既成宗

教離れ現象が生 じ、宗教的に 浮動す る市民層が発

生 し て い る こ と、そ うした人 々 の 自己統
一
感覚の

喪失 と不安 、セ ル フ ・ア イデ ン テ ィ テ ィ 回復志向

に 対 し、慰 め や刺激を与え新た な コ ミ ＝
ニ テ ィ の

役割を果た して い る の が組織宗教で あ り、また宗

教 へ の 関心 をもち なが ら どの 組織宗教に も所属 し

な い 個人宗教 （知識と して の 宗教、教養 と して の

宗教）、すなわ ち個人 の 中に 内在化 して い て 見え

な い 宗教を もつ 人 々 があ り、さ らに 初詣、宮参 り、

地 鎮祭な ど の 民族行事、宗教的生活習慣 は 守 っ て

い こ うとす る市民宗教 （文化 と し て の 宗教）を も

つ 人 々 の 存在な ど、宗教 多様 化現象を指摘 し て い

る。

　また 、YTV 情報産業研究 グル ープ （1975）は 、

「都 会 の ジ ャ ン グ ル の 中で 疎 外 感 と孤独 感に 悩

み 、個 の 論理 に 徹 しきれず、ふ る さとの 集団の 論

理 に 郷愁 を感 じる人た ち に と っ て 、信仰 と厳 しい

規律、義務 に 生 ぎが い を 感 じ、失わ れ た ふ る さ と

に も似た 強 い 連帯を 見い だ す」 「か くして 人 び と
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は、 ど うし よ うもな い 不 安感 の は け 口 を宗教 に 求

め る よ うに な る。だ が宗教 とい っ て も仏教や キ リ

ス ト教とい っ た既成宗教 で は 物足 りない 。 こ の よ

うな ア ノ ミーを生ん だ社会状況が新 し い 宗教 を 支

え て い る と い っ て も過言で は ある ま い 」 と し て 、

産業構造の 変動、都市化、核家族化 に よ っ て 失 っ

た コ ミ ュ
ニ テ ィ 機能を宗教が補完 し て い る と指摘

する 。

　 核家族世帯数に つ い て み る と、1970年 の 1，718

万、1980年 の 2，159万 、そ し て 1990年 に は 2，421万

世帯へ と増加 し、全世帯の 約65％ （単独世帯23％ 、

三世 代世帯 12％）を 占め る に 至 っ て い る 。

　 ま た 、首都圏
一

極集中が 社会的緊張を増大 させ 、

都市型 の 病理現象 （犯罪、非行、種 々 の 精神障害

の 増大）がみ られ る よ うに な っ た 。 法務省法務総

合研究所編 『犯罪白書』 に よれ ば、刑法 犯罪 の 件

数は 、1973年の 170万件か ら年 々 増大 を つ づ け、

1992年で は 235万件 （窃盗64．8％、交通 関係業 過

26．0％、横領2．5％ 、 詐欺2．1％、麻薬 ・コ カ イ ン

　大麻に よ る薬物犯罪な ど）に 達 して ぎて い る 。

　以上 、宗教多様化 の 要因 と産業構造の 変動 と の

関連性は 、次 の よ うに ま と め られ る。

　（1） 1975年以 降の ポ ス ト工 業化 の 中で 、第
一次

　　産業が 減少し、農耕民族特有 の 多神教的価値

　　観 が希薄化す る と と もに 、第三 次産業 の 増大 、

　　知識労働者層の 増加、技能労働者層 の 減少 、

　　労働組合組織率 の 減少な どに よ っ て 労 働者階

　　級 の 構造的分解が 進展 し、既成宗教 の 社会的

　　基盤が弱体化 し た こ と。

　（2） 伝統的 自営業の 縮小や大都市 へ の 人 口 と産

　　業の 集中に よ り、伝統的既成宗教基盤 か らの

　　離脱 、 地縁 ・血縁 関係性 の 相対的希薄化 に よ

　　 り伝統的価値規範が 薄れて きた こ と 。

　 こ うした こ とに よ っ て
、 単立宗教法人数の 増加、

信仰 の な い 宗教 ・宗教 の な い 信仰の 拡大、あ る い

は 脱宗教層 の 増大、既成宗教離れ が進行 し て きて

い る もの と考 え られ る 。 そ して 、情報化が 及ぼ し

た 産業構造 の 変動 と宗教多様化現象 とに は 、因果
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関係を読 み とる こ とがで ぎる の で あ る 。

4，3　 教育の 情報化

　 情報化 に よ っ て 、試験 デ
ー

タ をは じめ 経済社会

の 情報 の 、数量化 ・
統合 化 ・組織化 が よ り高度に

な っ て ぎて い る 。 情報は 数量化す る こ とに よ り、

統合化 ・組織化 し うる特性 を もつ
。

　 情報を 教育 の 面 で数量化 、 組織化 した顕著 な事

例 は 、偏差値で ある 。
ペ ーパ ーテ ス トの 成績を偏

差値 に お ぎか え選別す る能 力主義が 、情報ネ ッ ト

ワ ーク の 進展に よ っ て 普遍化 し た 。
コ ン ピ ュ

ー
タ

　 ネ ッ ト ワ
ー

ク とい う情報処理技術 の 革新に よ っ

て 、全国統
一

試験デ ータ の 即時処理 が可能に な っ

た の で ある 。 1979年か ら国 公立 4年制大学 の 入学

試験 の
一

部と して 全国一斉 に 実 施され て い る 共通

一
次 試験 と 、 その 後 の 大学 入試 セ ン タ ー試験、そ

して 私立 大学の 入学試験や 小
・
中 ・高等学校、予

備校 の 模擬 テ ス トな どで 、 マ
ー

ク シ ートや OCR

シ
ー

トに よ る コ ン ピ ュー
タ 処 理 が 可能 に な り、偏

差値が リ ア ル タ イ ム で 算出で きる よ うに な っ た 。

そ の 結果、学校 ・学生 ・生徒の 序列が細分化 され、

高等学校で は、大学進学校 と進学 困難校 とい う二

極分化を つ く りだ して い る 。

　偏差値は 、情報化が 生 ん だ落 し子で ある 。 情報

化は 、 コ ン ピ ュー
タ 利用 に よ っ て 全国 的あ る い は

地域単位で の 統一試験デ
ー

タを集計 ・分析す る こ

とを可 能に した 。 分析結 果 で あ る偏差値は 、教育

機関を、管理構造 の 網の 目で 階層 化 し、偏差値に

よ る教育機関 の
一

元的支 配構造 を確立 して きて い

る の で あ る 。 そ の 結果、大学 と受験生 は、共 に 偏

差値 と い う相対 的数値の 抑圧 と、 日 々 格闘 しなけ

ればな らな くな っ て きて い る 。

　1973年か らの 石 油 シ
ョ ッ ク を契機 とす る 日本経

済の 情報化の 進展は 、サ ービ ス
・

ソ フ ト指向 の 知

識産業社会を つ くりだす と ともに 、能力主義、管

理 主 義、利己主義、合理 主 義 の 社会 シ ス テ ム の 論

理 を 普遍化 し て きた と と らえ る こ とが で きる。

　情報 化が高学歴志向を 生み だ し て い る サ イ ク ル

メ カ ニ ズ ム として 、情報化 → 知 識労働 へ の 依存度
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増大 → 第三 次産業の増大→ 雇用労働の 普遍化 →職

業が もつ 地位 と役割の 分化 → よ り上 位の 職業 に 就

くた め の 高学歴化、すなわ ち学歴 と能力 ・職業 ・

地 位は 、パ ラ レ ル な関係に あ る とす る論理が 普遍

化 して きて い る の で あ る 。

　 そ して 、技能労働者へ の依 存度を低下 させ 、高

い 知識水準と知的能力を も っ た知 識労働者の 質 と

量 へ の 依存度を高め て ぎた。

　 天然資源に 乏 し く、技術立 国をめ ざす 日本 の 生

命線は 、教育 に あ る と考 えられて きて い る。 日本

企 業の 資源は 人材で あ り、産業界 は、優 れた人的

資 源の 提供を教育機関に 求め て きた 。その た め 、

産 業社会に 適応 し高品質な製 品を生産 し うる人間

を育成す るた め 、ある い は企業 の 生産性 ・効率 ・

競争 力を高め うる基礎能力の 高 い 労働力を確保す

るた め 、小学校で 班活動、中学校 で 部活動 、高等

学校 で 特別教育活動 とい う小集団活動が実施 され

て きて い る 。
こ う した学校教育の 集団活動に 対 し

て
、 日本 の 学校は 品質管理 の 徹底 した工 場 の よ う

で あ り、 日本の 工場は 学校の よ うで あ る、 とた と

え られ るほ どに 、経済先導
・
教育追従型の 教育が

実施 され て きて い る の である 。

　 地域社会 と企 業社会 の もつ 競争原理 の 学校教育

へ の 導入、そ して 組織化 された 知育重視 の 教育が

行わ れ る よ うに な り、人間的触 れ合 い よ りも試験

の 成績 と い う業績 が重視 され る よ うに な っ て ぎて

い る と推定で ぎる。

　 資格や学歴 な どは、全人格的 な実 力 と同
一

で は

な い に もか か わ らず、一旦 取得す る と、生涯に わ

た っ て 、それを後光効果、有能イ メ
ージ として

、

コ ス トな しに 活用 し うる 。 学歴 や学校歴、それ に

職 業資格が 、能力や 実力と パ ラ レ ル な 関係に あ り、

人物評価 の 有効 な指標とみ な され うる と い う過大

評価が 多くの 人 々 に ある た め 、大学卒業資格な ど

の 資格の 獲得競争が激 し さを増 し て ぎて い る 。

　た とえ ば、大学受験者数 （入学志願者数）は 、

1948年に 7，351人 で あ っ た もの が 、1990年に は 464

万 人 に 増大 して い る 。 また 、大学 ・短期大学 へ の

女子進学率は 、 1960年 の 5，5％ 、1970年 の 17．7％、

1980年 の 33．3％、そ して 1990年に は 40％に 達 して

い る。さ らに 1993年度 の 大学 ・短期大学 へ の現役

進学率で は 男子 26、6％ に 対 し、女子 42．4％とな り、

女性 の 高学歴化志向が 顕著に 表出 され て い る 。

　 ま た 、東京都 に 所在す る大 学数 は 185校 で 、そ

の 学生数は 70万人 （全体の 24％） と、東京都 に 大

学生 の 約 1／4が集 中 して い る。

　 1969年か ら実施 され て い る情報処理技術者認定

試験 の 試験種類は 、当初 1種類で あ っ た もの が、

5種類 （シ ス テ ム 監査、特種、オ ン ラ イ ン 、第 1

種、第 2種 ）とな り、受験者数は 1989年で 48万人

に 達 し、 日本 の 国家試験で は最 大規模 の 試験 とな

っ て ぎて い る 。 そ して 、大学 進学 に 不 利な工 業高

校や 商業高校は 、不 本意入学 者が 多 くな り、中堅

技術者や商店経営者を 養成す る は ずの 職業教育を

困難な もの に して い る。さらに 、こ うした潮流は 、

職業 資格の 種類を 増大 さ せ 、その 数は 1，250種 に

もの ぼ り、高学歴化 と共に 資 格試験 の増 大が み ら

れ る 。

　 また 、こ うした潮流 と共 に 、形式知的な情報 の

希少価値減少が ある。ME 技 術は、熟練 的 ・
年功

的な技術 を プ 卩 グ ラ ム 化 し、製 品 の 中に 組み 込ん

で い る。 また、AI 技 術は 、 多値や 無限値 と い う

フ
ァ ジ ー的論理 （曖昧 ・漠然 命題） で構 成 され る

暗黙知 を もプ ロ グ ラ ム 化 しつ つ ある 。

　 さら に 、 マ ス コ ミ ュ
ニ ケ ーシ

ョ
ン 情報の 特性 で

ある 占有不 可能性 と情報量 の 増大に よ っ て 情報の

均等分散が もた ら され て きて い る。古典 的書物な

ど の 出版物、親 ・教員 ・上 司 な ど の 年長 者が もつ

情報、す なわ ち長年に わ た る知識 ・学問 ・
技術な

ど の集積、ある い は 伝統的 ・
年功的な経験な どの

希少価値に 対 し て 信頼や畏敬の 念が は ら わ れ 、 人

間関係で は そ こ に 長幼 の 序が 保た れて ぎた 。 年長

者 と年少老 の 間 に は 保有す る情報 の 質と量、経験

や知識 の 量的格差が あ り、年長者 とし て の 権威 、

力関係を維持する こ とが容易で あ っ た 。 しか し、

ME 技術革新に よ っ て 熟練労働 の 標準化 、 雇用労
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働 の 普偏化、情報の 均等分散、情報 の 早期陳腐化

が進行 し、年 長者の もつ 情報や古典的書物の 訴求

力の 相対的な低下、そ して それに伴 う既成権威 の

弱体化が生 じて きて い る と考え られ る 。 その 結果、

年長者は 社会生活を 送る の に必要 な知識 ・技 術 ・

職業
・
家伝来 の 家風や宗教観を子供 に 伝え て い く

こ とが難 し くな っ て い る と思われ る 。

　 マ ス メ デ ィ ア に よる教育機能 の 拡張は 、家族機

能、学校機能 とい う本来 の 教育機能を相対的に 縮

小 した 。 親子関係、教師
・
学生関係、上 司

・
部下

関係な ど人 々 が過去に お い て充分に 受容 して い た

教育的行動が受容 され な くな り、それ が イ ン タ
ー

パ ー ソ ナ ル な 教育機能の 弱体化を もた らす現象に

つ なが っ て い る 。

4．4　 文化多元化の 潮流

　伊健 次 〔1987）は 、多元主義社 会 とはすべ て の

人間 の 価値観が共生 ・共存 し うる社会で あ り、統

合 よ り分化、集権 よ り分権、単
一

文化 よ り多種文

化 の 方 向を志 向す る もの で ある と定義 し て い る。

　 すなわ ち、文化 多元化 の 潮流 とは 、社会集団 の

価値観が多種 ・多様な方 向 IC進展 して い る こ と、

とい え るだろ う。

　 マ ス メ デ ィ ア の 拡充 とい う情報 化 の 進展に と も

な い 、現代社会に 生 きる 人 々 は 、 至 る と こ ろ で マ

ス メ デ ィ ア の 情報洪水に さ らされ る と共 に 、街で 、

職場で 、家庭で 、そ の 周 囲を ME 技術を結集 した

製品な ど ソ フ ト ウ ェ ア 化率の 高い 生産 物に よ っ

て 、多面的か つ 重層的に 囲まれ る よ うに な っ て ぎ

て い る。

　情報化社会が つ く りだ し て い る 文化を、情報文

化 とよ ぶ な ら、現代社会に 生 ぎる 人 々 は 、 こ の 情

報文化 と い う新た な環境 変化に さらされて い る と

み なす こ とが で きる の で ある 。 こ うし た 状 況下 で

生 ぎるた め に は 、情報化 とい う環境変化 に 対応 し

うる価値
・規則 ・慣習を 受容 し、多様で 多面的 な

欲求を もつ 主体者 とし て 行動せ ね ば な らな くな っ

て きて い る の で は な い だ ろ うか
。

　 人 口 と産業が集中す る大都市 に よ っ て つ くりだ
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され る情報文化の 多様性 と異質性 に よ っ て 、核家

族化、高学歴化、政党多 党化、宗教 多様化 などの 、

文化多元化が 生 じて きて い る とみなせ る の で ある 。

　社会集団が共有す る価値意識 の枠組み や判断 の

基準 （規範） を パ ラ ダイ ム とよぶ な ら、文化や価

値観が多様化、多元化 しつ つ ある現代は、まさ に

パ ラ ダイ ム シ フ トの 時期 に ある とい え よ う。

　文化多元化 は、 ピ ラ ミ ッ ド型 の 階層組織、家父

長制、長幼の 序 とい っ た
一

元的概念、保守政党 ・

革新政党に み られ る保守対革新、男性は職場 ・女

性 は家庭に み られ る 男性対女性 と い う二 元 的概

念、そ の パ ラ ダイ ム シ フ トを もた らして い る と考

え る こ とが で きる の で あ る 。 これ は 、中庸的視点、

ある い は メ ソ ・ス コ ピ
ッ ク （mesoscopic ）な視点

の 浸透 で あるとい え よ う。ME 技術 の 革新、産業

構造 の 変動、そ して 社会構造 の 変動 に よ っ て ひ き

お こ され て い る現象か ら、もは や生産性や経済効

率優先主義は 限界 に 達 し て い る とい う警告を読み

とる こ とが で きる の で あ る。

　 こ うし た 潮流 の 中で 、物 の 豊 か さよ りも心 の 豊

か さを求 めた 文化振興事 業が全国各地でお こ っ て

きて い る 。 また 、文 化支援活動 と して の メ セ ナ

（mecenat ：文化 の 擁護）、企業の 社会貢献活動 と

して の 慈善事業 （philanthropy）、企 業もまた市

民 と して の 役割 を果た そ う とす る企 業市民精神

（cooporate 　citizenship ）、ボ ラ ン テ ィ ア 活動な ど

の 企業文 化が生 まれ て きて い る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活

動は 、効率 ・生産性を 至 上 とする価値規範 とは 異

な り、ア メ ニ テ ィ を 創造 し よ うとす る 活動で ある。

　人 口
・産業の 首都圏一極集中は 、情報 ・知識 と

伝達 メ デ ィ ア の 寡占的状 況を つ くりだ し、 言語と

映像 と音響に よ る マ ス メ デ ィ ア の 拡充 、 情報処理

機 器を媒 体 とす る 人 工 言 語 や 言語 の 記号化 は
、

ト タ ル ・
メ デ ィ ア の 状況を つ くりだす と共 に 、

多様な文化を創造す る こ とに つ な が り、 情報発信

基地 として の 機能を高め
、 そ れ が文 化 の 多元 化 に

結び つ い て い る と考え られ る 。 すなわ ち 、 情報化

と首都圏
一
極集中が進め ば進む ほ ど 、 文化的異質
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性 も高まる と推定 し うる の で ある 。

5． 変動の 相互連 関モ デ ル

　 シ ス テ ム 現象を解明す る 方法 の 1 つ と し て 、 シ

ス テ ム の 本質を と らえた モ デ ル を、厳 密な論理構

造に 基 づ き構築す る と い う手法 があ る 。複雑 な現

実 事象の 中に 潜む 因果関係性、相互関連性 を、単

純 な概念枠組 み と し て の モ デ ル に よ っ て 説 明す る

の で ある 。

　情報化が もた ら し た 経済 ・社会 の 変動 を モ デ ル

化 する と、次 の 4 つ の モ デ ル として 表 し うる 。

　（1） 図 1は 産業構造 の 変動 と社会構造 の 変動 と

　　 の タ イ ム ラ グ相 関か ら、経済 ・社会 の 変動 の

図 1　 雁行 モ デ ル

日本にお ける

　 産業構造の 変動 と社 会槽造の 変動 との タ イ ム ラ グ租闘

覧彡＃
葺弊

滲縺
ト
樋

　 　 　 　 　 　 　 図 2　写像モ デ ル

　 　 　 　 社 会 構 造 　
’

　 　 　 　 　 の 変 動　 　　 、
　 　 ／t
　 　

　
　　　　　　　 tt．ー’−ーE　　　　　　　　

／t
　 ．．尸　　 　　

・〆
　　　 　

tt，　　 　
’圏

／説・〆 韈霧 ＼瀧 ＼

無：劇黛1
」

高
／
tt

　 　 　 　 i
／t

党 1

＼  ＼些　
イ1／♂／

　
．’

、　｛匕　　　　　
』一一．”t

　　　イ匕　　、〆

　　構造変動連鎖を雁 行 モ デ ル と し て 示 し た 。

　（2＞ 図 2 は 情報化 の 波及効 果 を写像に よ っ て 段

　　階的 ・重層的に 考察 し、情報化が及 ぼ す変動

　　を写像 モ デ ル と して 示 し た 。

　（3） 図 3は 情報化を 指揮者、産業構造を楽譜、

　　社会構造 を演奏結果 と して 考察 し、情報化が

　　社会構造 に 影響を 及 ぼす 誘因関係性、お よ び

　　経済先導 ・社会追従型 の 情報化 を 、産業構造

　　を主体、社会構造を客体 と し て 考察 し、誘因

　　 モ デ ル と し て 示 し た 。

　（4） 図 4は 経済 ・社会 を搆 成す る 各サ プ シ ス テ

　　 ム を フ ィ
ー ドバ

ッ
ク ル ープ を もつ サ イ ク ル メ

　　 カ ＝ ズ ム と し て 考察 し、情報化が 及 ぼす 変動

　　の 階層 モ デ ル と し て 示 し た
。

　以上 4 つ の シ ス テ ム モ デ ル と し て
、 そ の 変動現

象を モ デ ル 化 し た
。

　 まず図 1の 雁行 モ デ ル は 、 産業構造の 変動が 、

社 会構造 の 変動に 先行 し、 そ こ に タ イ ム ラ グ相関

と よ び うる法則性 が ある こ と に つ い て モ デ ル 化 し

た もの で ある 。
こ の モ デ ル 化 で は 、 産業 搆造構成

要 因 と社会構造構成要因 との 相関分析 ・回帰分析

を行 っ た結果を基 に 、 回帰直線 に よ っ て 検定 し た

も の で ある 。 図表 1 「首都圏 人 囗 と第三 次産業就

業者数比率 の 推移」、図表 2 「離婚件数 と第三 次

産業就業者数比率 の 推移」、図表 3 「大学 ・短期

大学 へ の 女子進学率 と第三 次産業就業者 数比率 の

推移」、以上 3 つ の 図表の 回帰 式か ら、明 ら か に 、

社会構造変動 の 回帰式に 先行す る もの と して 、産

業構造 変動 の 回帰式が認め られ 、 こ こ に タ イ ム ラ

グ相関を読み とる こ とが で き、雁 行変動 が認め ら

れ る の で ある。

　図 2 の 写像 モ デ ル は 、
タ イ ム ラ グ相関 に よる構

造変動連鎖を 時間的 ・空間的 に 拡張 して とらえ モ

デ ル 化 した も の で あ る 。 す な わ ち 、 経済 ・社会を

時空 の 流れ の 中で とらえ る と 、 企 業→ 産業 → 経済 、

家族 → 地 域 → 首都圏
・
地域 ブ ロ

ッ
ク
ー

〉社 会 とい っ

た ミ ク ロ か ら マ ク ロ へ の 展開 と して 示 す こ とが で

ぎる。情報化 の 波及効果を X パ イ ラ ル 状 に 拡張さ
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図 3　 誘 因モ デ ル

誘因 2 ： 労 働の 自動化 ・ソ フ ト化
　 　 　 　OA ・FA ・SA ・HA
　 tME 技術 内包 型製品 開発 に よ る

　　　 小型化 ・軽量化 ・高性能化
　 　　 低廉 化 ・自動化

産 業構造の 変動
　 　（主体 ）

日 本

　産 業の 情報化

　情 報の 産業化
第 三 次産業の 増 大

楽譜の 役割

誘因 3 ：既 成権 威 の 相対 的低 下

　　 　地 縁 ・血縁 関係性 の 希薄化
　　知識労働 の 増 大 ・女性 の 職場 進出

：産業構造が もつ 報 酬体 系の 変革
　 （第一次 ・第二 次産業

　　　　　→ 第 三次産業主導へ ）

情 報化

日本政府の 産業育成策
　企業の 情報化 投資

　　ME 技術革新

指揮者の 役 割

誘因 4 ： 経済先導 ・社会追従型 の メ カニ ズム 形成

　　　　　 情報の 数量化 ・統合化 ・組織化

誘 因 1 ： 先端技術導 入 ： 「縮み 志 向 1 の H本 文化特性

先端技術 開発

楽譜の 役 割

　　社 会 構造の 変動

　　 　 　 （客体 ）

　　首都圏
一
極集中

　高学歴化 ・核家族化

政党 ・宗教 ・文化多様化

演奏結果 の役割

図 4　階層モ デ ル

情 報 化 を ．主 要 因 と す る 経 済

一 → 社 会 構 造 の 変 動

　 核家 族化
離 婚 件 数 増 大

既 成 権 威の 相対 的 低下 現 象

社 会 の 構 造 変 動
一

　 価 値観 の 共 生

分 権
・
分 化

・
広 域 化

血 縁 ・地 縁 関 係 性 の 希 薄 化　　　　　能 力 主 義 ・台 理 主 義 ・管 理 主 義 の 普 遍 化

一

　 　 　 雇用労 働の 普 遍 化

第 二 次 産 業 の 増 大

産 業 構 造 の 変 動
　 　 　 　 　 　 小

労 働 の 省力化 ・労 働の ソ フ ト化

産 業 の 情報化 ・情報 の 産 業 化
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図表 1　 首都圏人 口 と 第三 次産業就業者数比 率の 推移
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な同心円的重層構造 として とらえ る こ とがで きる

の で ある 。

　図 3 の 誘因 モ デ ル は 、構造変動の 基本的な推進

力を誘 因関係性 に 求め た もの で あ る 。
エ ドマ ン ド

・リーチ （1976） は、現象 と シ ス テ ム 構造 と の 関

係は、演奏 （結果） と楽譜 （原因）の 関係 と して

考察 し うる と言及 して い る 。 こ の 考え方を経済 ・

社会の 構造変動に 適用す るな らば、産業構造 と社

会構造 とは 、海山、陰陽、男女の よ うな二 元的構

造 と して 分類で ぎ、情報化 を 指揮者、産業構造を

楽譜、そ して社会構造を演奏結果 と して 考 える こ
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図表 3　大学 ・短期大学 へ の 女子進学率 と第三 次産業就業者数 比率の 推移

　　　　　　　　　　　　　　　　日本にお ける
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とがで ぎ、 三 角形構造に よるサ イ ク ル
・

メ カ ニ ズ

ム と して表 し うる の で あ る 。

　 こ こ で 、社会構造を規定する基本的な推進 力が 、

産業構造 に あ ると仮定 してみ よ う。 首都圏
一

極集

中、高学歴化、核家族化 などを、産業構造変動 の

随伴現象 とし て み なすな らば、政治 ・宗教 ・教育

・文化など社会を構成す る各サ ブ シ ス テ ム は 、産

業構造 が もつ 誘因に よ っ て 規定 され る とい う誘因

関係性 に着 目する こ とがで きる 。 す なわ ち、日本

の 経済
・
社会に は 、情報化を 受容 し うる 高度な

イ ン セ ン テ a ブが あ る こ とを 推測 し うる の で あ

る 。

　李御寧 （1984）は 、 日本商品が世界市場 に 進出

し、市場を制覇 しえ た の は 、折畳式傘、 ト ラ ン ジ

ス タ ラ ジオ、電卓、ウ ォ
ー

ク マ ン 、ラ ジ カ セ 、ホ
ー

ム ビデオな ど に み られ る よ うに 、製品 を ミ ク ロ に

縮小 し、高機能を繊細か つ コ ン パ ク トに まとめ あ

げ、省 エ ネ ・省 ス ペ ース ・省資源を図る 縮み 志向

の 日本文化の 特性だ と指摘して い る。

　すな わ ち、ME 技術が もつ 軽薄短小型技術革新

の 特性 に 、 日本の 経済 ・社会は 、その 文化的背景

に よ っ て 、ぎわ め て 柔軟 に 適応 しえた 。 米国に お

い て 開発 された ト ラ ン ジ ス タ （1948年）、集積 回

路 （1958年）、RAM （1963年）、LSI （1969年）、

MPU （1971年） などの 先端技術を製品化に 結 び

つ けえ た こ とが、 日本の 情報化 を ひ ぎお こ した要

因で あ る 。

　企業 の 情報化投資とい う計画主体が引ぎ起 こ し

た 産業構造 の 変動 、
こ の 環境の 下で 人 々 が、自由

に 自己利益を追求 した 結果、「見え ざる手」 に 導

か れ 、社会構造の 変動が生起 した の である。

　経済先導 ・社会追従型 の 情報化が 形成 されて き

た プ ロ セ ス は 、産業構造 が もつ 報酬体系が誘 因 と

な り、利潤最大化 を 目指 す社会構造 の 各サ ブ シ ス

テ ム が 、自律的に組織形 成を図 っ た 結果 として 考

察 し うる の で ある。そ し て 、産業構造を主体、社

会構造を客体と して考察 した とき、その 因果関係

が 明確 に なる の で ある 。

　図 4 の 階層 モ デ ル ば 、 日本経済 の 省 エ ネル ギ ー

　省資 源型の 産業構造 へ の 転換 を、高度情報化社

会 へ の 移行に 伴 う経済 ・社会の 各分野間で の 相互

連鎖的な変革 とし て とら えた もの で ある。経済 ・
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社会を構成す る各サ ブ シ ス テ ム は 、 フ ィ
ー ドパ

ッ

ク ル
ープを もつ サ イ ク ル メ カ ニ ズ ム として とらえ

る こ とが で きる 。

　 技術革新に よ る ハ ー ドウ ェ ア 対 ソ フ ト ウ ェ ア の

価格比 の 逆転が 、情報 の 産業化 ・産 業の 情報化と

い う産業構造 の 変動を もた らし、 こ の 産業構造の

変動に よ っ て 、高学歴化 ・核家族化 ・首都圏
一

極

集 中な どの 社会構造 の 変動 をひ ぎお こ し、多様化

す る構造変動の 中で 政党多党化、宗教多様化、文

化 多元化な ど既成権威の 弱体化とい う現象が生 じ

て きて い る の で あ る 。
こ う した相互連鎖的変革 は 、

経 済 と社会 を二 元 的構造 と して分類 し、各サ ブ シ

ス テ ム を階層構造 で とらえ る こ とに よ っ て 、よ り

明確に把握す る こ とがで きる の であ る 。

　 以上 の 4 つ の モ デル は、よ り分化 した 高水準 な

組織構造、すなわ ち散逸構造を も っ て い る。散逸

構造 とは、プ リ ゴ ジ ン （1984）が提 唱 した概念 で

あ り、 フ ィ
ー ドバ

ッ
ク ル

ープ に よ り、混沌 とした

状態が、秩序ある高水準な組織へ と変革 され る こ

とを い う。 そ して、 こ の 過程を 自己組織化 とみ な

して い る 。

　 自己組織化 とは 、各 シ ス テ ム 要素 は 構造変化に

対 し自律的に 行動す るが 、全体 と して は 調和が と

れ 、環境に 適応 し て い くこ とを い う。

　人間の 文化や社会の 進化 の 基本過程は 、生物の

進化、生態系の 進化 と同様に 、単純な もの か ら複

雑 な もの へ 、無秩序か ら構造的組織へ と進展す る

法 則性が 存在する の で は ない か 。

　情報技術が もた ら して い る変革は 、その 急進性

の ゆえに 、変革がひ きお こ され る その 分岐点 の 近

傍 で 大 ぎなゆ らぎ （新 しい タ イ プ の 不 安定性）を

生 じさせ る可 能性がある 。 経営組織の 分権化 ・
分

社 化、産業 の 情報化、情報の 産業化、政 党 多党化 、

宗教 多様化 、 教育 E 文化の 多元化に み られ る
一
連

の 既成権威 の 相対的低下現象は 、こ の ゆ らぎと し

て とらえ うる の で は な い か 。 ゆ らぎに よ っ て もた

ら され る変革は 、不 可逆的 で あ り、こ の 不 可逆性

に よ っ て 秩序 、
コ ヒ ー レ ン ス （緊密な結合）、 そ

して新た な組織化が もた らされて くる と考える こ

とがで ぎる の で ある。
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